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新経済地理学の数理モデル：パターン形成を中心に

Mathematical models of new economic geography: 
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概要

経済活動の帰結として消費者や企業は空間的に集積し偏った分布を形成する．東京一極

集中に代表されるように過剰な都市化や，一方での地方の過疎化はしばしば社会問題を引

き起こし日本でも政策的課題として認識されている．本講演では，このような集積現象を

ミクロ経済学，特に独占的競争理論に括づいて理解しようとする新経済地理学と呼ばれる

分野の数理モデルを経済理論等を専門としない方々へ向けて解説する．

Krugman (1991)による核・周辺モデル (Core-Peripherymodel, CP model)はこの

分野の括本モデルである． CPモデルはもともとは離散的な二つの地域から成る経済につ

いてのモデルであるが，その後複数の地域から成る経済や連続空間経済での，人口分布が

形成する空間的パターンが多く研究された．特に連続空間での CPモデルは非線型微分積

分方程式系となり数学的にも興味深いものである．本講演の前半では，主に (Ohtakeand 

Yagi, 2022)に拮づき連続空間 CPモデルのパターン形成について紹介する．

CPモデルは最も括本的なモデルであるが，その数学的な扱いは容易ではない．そこで

様々な研究者によってより扱いやすい代替モデルが提案されてきた．特に消費者の効用関

数として準線型を仮定したモデル (Ottavianoet al. (2002)による二次関数部分効用モデ

ルと Pfluger(2004)による対数線型モデルが代表的である）については市場均衡を求める
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ために非線型方程式を解かなくてよいので特に扱いやすい．講演者はここ数年，このよう

な準線型効用モデルの解が生み出す空間的パターンに関する研究を行ってきた (Ohtake

(2022), Ohtake (2023),及びOhtake(2025)).本講演の後半では時間の許す限りでこれ

らの成果を紹介したい．
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